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研究成果の概要 

タンパク質のカルボキシル化(Gla 化)修飾は、唯一の修飾酵素として知られるビタミン K(VK)依存性

γ-カルボキシラーゼ GGCX によって触媒される珍しい翻訳後修飾である。これまで、GGCX によるタン

パク質 Gla 化の機能的基質は主に血液凝固や骨形成といった限られたコンテクストにおいて機能する

約 20 個の細胞外因子のみであり、Gla 化が他の生命現象にどの程度関わっているのかはほとんど分か

っていなかった。申請者は GGCX による初の細胞内カルボキシル化基質とその抗ウイルス防御における

機能を見出したが、細胞内タンパク質 Gla化がどのようなメカニズムで制御されているか、その全容は

ほとんど未解明である。 

 本年度は、細胞内タンパク質の Gla化を高い効率で検出するシステムの開発を行なった。更に、その

新しい検出系を活用して細胞内タンパク質 Gla化をゲノムワイドに探索する実験系を確立した。また、

ウイルス感染時に細胞内タンパク質 Gla 化を制御する因子群を見出し、それらが抗ウイルス防御に関

わることを見出した。 
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